
































































話型は、 iJ十!括型Jが最多で 8例、「尾括型Ji両括型J各 2例の 3種で、各種表現特性が
認められた。一方、講義A (尾括型)と B (中括型)に関する日本語母語話者の大学生対
象の 2種の理解調査(①受講ノート②要約文)の結果は、②要約文の理解類型は原話の尾
括型を示す主題文と中心文が有意に多く残存するが、要約率2%のため、開始部に主題文
を示す「頭括型」の表現類型が多いという結果的理解を示していた。①受講ノートも、理
解類型は同様だが、表現類型は講義の「話段j の展開に沿った過程的理解を示していた。
なお、③インタビュー調査を加えた新たな諮義理解調査で、大学生の要点説明は講義の
各種展開表現によるが、留学生はその理解と表現に問題のあることが明らかになった。
留学生の母語表記を日本語教育に生かしてみよう
アンドレイ・べケシュ(リュブリャーナ大学文学部教授)
日本への留学希望者を含めて、長期滞在者が増えつつある今、日本語を習得する必要が
ある者も増加しつつある。その中で、非漢字圏の、特に初級の学習者にとって、日本語表
記体系は、複雑な表語・表音文字の混種的体系であるため、学習において大きな負担とな
り、しばしば日本語学習へのモチベーションを損ねる原因となる。
ただし、複雑な内部構成の表記体系を持っているのは日本語だけではない。表記の原理
から見て、非漢字圏の言語も、多かれ少なかれ、日本語表記体系と類似するような原理に
基づく表記体系を持っているものが多いのである。郎ち、現在用いられているほぼ全ての
言語の表記体系において用いられている表記記号のタイプもその用法も多様であるという
ことである。例えば、主としてアルファベット文字を用いる言語でも数字や単語の分かち
書きは漢字の表語的用法と同じ原理に基づく。一表記素が一音節を表す、いわゆるアブギ
ダというタイプの文字を持つ言語も、エチオピアからカンボジアまで、非常に多い。
発表者は、本国や筑波大学留学生センターで初級学習者を対象に表記を教えた経験に基
づき、学習者がそれぞれ身近に知っている自分の母語の表記体系と日本語ーの表記体系の様々
な類似点を説明に用いた。それにより、学習者は様々な不安、不理解、誤解などのハード
ルがかなりの程度克服可能になり、モチべーションも維持できるようになった。
